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< 曲面の面積 2 >

例 前ページの例の問題を考える。前ページ図 2の斜線部分の面積∆Sは∆uと∆v
が十分小さいとき
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で近似できる。図 1の曲面 Sの面積も同じ Sで表すと，面積 Sは∆Sを集めた
ものであるから∆u→ 0 , ∆u→ 0の極限を考えると，2重積分の定義から
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で計算される。35ページ問の結果より
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一般に曲面 Sが
S = {r(u, v) : (u, v) ∈ D}

で表されているとき，曲面の面積を同じ記号 Sで表すと，面積 Sは
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で求められる。

問 半径 R の球面の面積 S を上の方法で求めよ。


